
　私は毎月第２水曜日の午前 11 時から正午まで、東京の上野駅公園口で「ビジル」という活動をし

ています。「ビジル（Vigil）」とはあまり聞きなれない言葉ですが、英和辞典などでは「教会祭日前夜

の徹夜の祈り」と出ています。そこから発し、強い祈りの心を持つ各種の行動をも指すようになった

ようで、東日本大震災の被災者のために、ロウソクをもって祈る「キャンドル・ビジル」が世界各地

で行われたことなどが報じられました。ご存知の方もおいででしょうが、私たちのビジルは日本友和

会の田中良子前理事長が６年ほど前に始められた活動で、現在は５人の日本人と２人の中国人の仲間

がいて、毎月４，５人が参加しています。私たちのビジルでは胸に「日中不再戦」「戦争をしない日本」「原

発でなく自然エネルギーによる発電を」など、心に強く祈り、願っている言葉を書いたゼッケンをつ

けて、上野駅に集まります。「スタンディング」という言い方もあるようですが、私たちは公園口の

東京文化会館の低い石垣に腰かけ談笑しながら、通る人にゼッケンの訴えの文字を読んでもらってい

ます。署名を集めたり、カンパを集めたりはしません。また、声を出して呼びかけをすることもしま

せん。祈りの心の表明と実践ですから、静かにアピールを続けます。

　上野公園には多くの国内外の観光客が訪れます。老若男女、修学旅行生、外国の旅行者も多くいま

す。ビジルをする私たちを見て、無視する人が多いですが、目顔でうなずく人、話しかけてくる人も

います。私たちは問われれば趣旨を説明しますし、写真を撮らせてほしいと頼まれれば快く応じ、一

緒にカメラに納まります。日本人は興味を態度で示すことはあまり得意では無いようですが、海外か

らの観光客は興味津々の人が多いようで、英語、中国語などでよく話しかけられます。特に「日中不

再戦」を掲げているときは中国人の観光客から、しばしば写真を撮らせてほしいと頼まれます。「こ

れを帰国してからネットに載せて広めたい」と言うひとが何人もいました。

　様々な反応のあるビジルですが、やろうという意志を持った人がいれば、すぐにどこででもできる、

最も簡単な活動でもあります。人々が上野駅前で待ち合わせて美術館、博物館、動物園に行くように、

私たちはここで仲間と会って談笑しながら、私たちの心の叫びをゼッケンで見てもらっているだけな

のです。集会のように場所を確保することも、デモのようにコースを届け出る事も必要ありません。

簡単ではあるものの、市民一人一人が自発的に集まり、自分の意志を表してゆくビジルのような行動

は、民主主義にとって最も根源的な行動であると考えています。私は、後期高齢者となりましたが、

会社員の現役時代には労働組合や、職域団体などを通じて、安保反対運動や平和運動などに加わって

きました。そうした組織、団体の活動により培われた平和主義、民主主義の精神を、組織を離れた一

市民となった今こそ、「我一人であっても」という揺るぎない「真の市民意識」に育て上げて活動し

てゆくことが大切であると痛感しています。

　現在、政府与党は「共謀罪」「改憲」などを数の力で押し切り、かつての軍国主義への道を推し進

めようとしています。だからこそ戦争への道に反対を続ける強い意志を、一人一人が「真の市民意識」

を持って生涯にわたって表し続けることの大切さが問われるのです。かつて日本人は「大本営発表」

に象徴される、誤った情報操作によってコントロールされてきました。その先兵となったのが新聞社

とＮＨＫラジオでした。けれども、そこに至る間に、非戦的、平和的な論調に対して、時流に乗った

「愛国者」や「市民」を名乗る者が攻撃を加えて、時には新聞社を焼き討ちし、「市民」の側が戦争へ

の道を煽ったことも忘れてはなりません。その風潮は、現在でも海外で対日問題が過熱化した際の反

日行動になったり、日本ではヘイトスピーチとしても表れています。そうした時流に乗った大声にか

き消されることのない、反戦、平和の変りない強い意志を静かに粘り強く表してゆく活動の一つが「ビ

ジル」なのです。最初にビジルを始めた田中さんは自ら語ることはほとんどありませんでした。それ

でも私たちは友人・知人から聞き、仲間は一人一人と増えています。一人の市民として声を上げ続ける

人が次第次第に増えていることもまた大きな潮流なのです。

　私は国会前の集会にも参加しています。改憲の動きに反対する文化人や研究者、市民が呼びかけ、様々

な市民団体や労働組合、政党が協力し合って開いた大集会の中で、若い人たちが力いっぱい叫ぶ「共

謀罪反対」や「安倍改憲反対」のシュプレヒコールに、市民の一人として唱和してきました。一人一

人の市民がいつでも参加でき、実践できる静かで身近なビジルのような活動が日本中にあると同時に、

そうした力を総結集する大きな反戦平和、反原発、生活擁護などの様々なイベントが時に応じて開か

れてゆく社会となってゆくよう願ってやみません。ビジルをやっていて、「写真を撮らせて下さい」と

いう中国の人に、「中国でも『日中友好』や『日中不再戦』を掲げてビジルをやってみませんか」と問

いかけています。誰もがそれをできることが民主主義の、そして世界平和の原点であることをも理解

して欲しいし、輪を広げてゆきたいからです。

　最後に全く別の視点から私見を述べることをお許し下さい。私は仏教徒ですが、心の内に聖なるも

のを抱き真摯に祈り、実践をしているキリスト者を大変に尊敬し、心強い仲間であると思っています。

古くは反奴隷制度から公民権運動、ベトナム反戦運動などを戦い、世の中を変えてきたキリスト者に

とってビジルは接しやすく近しい存在ではないかと勝手に思っています。そこで輪をもっと広げるた

めに日本友和会会員の方々にも呼びかけます。「あなたもビジルをしてみませんか」。

あなたもビジルをしませんか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　豊

巻  頭  言

　残念ながら衆議院解散総選挙で 3分の 2を確保した与党はいよいよ改憲に突き進む姿勢です。
　お伝えしておりますように、この事態を見通したかのように、去る 9 月 8 日、「安倍 9 条改憲
NO!、全国市民アクション」が、澤地久枝さん、瀬戸内寂聴さんら 19 人で立ち上げられ、「3000
万人署名運動」が呼びかけられました。日本友和会もこれに賛同し、重点行動として取り組みます。
　これは、現在の有権者数、投票率などから推計して、3000 万人署名が集まれば、仮に国民投
票に持ち込　改憲を阻止できる、とどめとなるきわめて重要な平和のための社会実験です。前回、
みなさまに 3000 万人署名の呼びかけ人になっていただくことをお願いしましたところ、約 50
名の方が応じて下さり、そのお名前を記入した署名用紙を友和誌と共にお送りいたしました。そ
の結果、多くの方々のご賛同を頂き、12 月１日までに　520 筆の署名が集まり、第１次として
年末に友和会名義で呼び かけ団体に送付します。
　この活動は来年 5 月末まで続けられますので、友和会も活動を継続します。これを機に、まだ
呼びかけ人に名をけ人に名を連ねて居られな い方々にも是非名を連ねていただきたいと願って
おります。呼びかけ人になろうという方、当会事務局へまでご連絡くださるよう、お願いいたし
ます（締め切り 12 月 31 日）。新しく呼びかけ人担っていただいた方々のお名前を加えた署名用
　　　　　紙は、友和誌 1，2月号に同封してお送りする予定です。

安倍 9条改憲反対　3000 万人署名運動に参加を！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　8 月に日本友和会の全国大会に参加し、幸運にも
奥田知志さんの話を聞く機会を得た。奥田さんは、
私が 20 年以上住んでいた北九州市では、ホームレ
ス支援の第一人者として著名な方である。
　北九州はホームレスが多い街だ。かつては製鉄
所や、炭鉱で繁栄をきわめたが、今では人口も減
少に転じている。小倉は北九州の中心地だが、中
心街を夕方すぎに歩くと、アーケードの中、閉店
した店舗沿いに段ボールを敷いて横たわる人々や
自転車に生活用品や空き缶を積んで行きかう人々
に出会う。中には昼間からお酒を飲んでいる人や、
独語を続けている人もいる。
　奥田さんは日本バプテスト連盟東八幡キリスト
教会の牧師で SEALs の奥田愛基さんのお父様でも
ある。奥田さんらが設立した NPO 法人、「抱樸（ほ
うぼく）」は 1988 年に活動を開始した。設立時の名
称を「北九州ホームレス支援機構」といった。抱
樸の活動は野宿者への炊き出し、声かけ、就労支援、
生活保護申請、アパート入居、介護から看取り、
子供の学習支援その他多岐にわたる。
　奥田さんの話が私たちに突きつけることは、こ
ういうことだ。いのちには普遍的価値がある。あ
なたはそれを信ずるか、ということ。普遍的とい
う意味は、「努力をする人には価値がある」とか、「教
えを守る人には価値がある」という「条件付き」
ではなく、いつでも、誰にでも、どんな時にでも
価値がある、ということを信じるかということだ。
これは実に大変な問いである。そして、自分たち
にできることは大したことではないかもしれない。
でも、「いつも」「あなたと一緒に」右往左往しな
がら、考えたり、行動したりする「わたしがいる」
ことそのものが大事なんだということだ。奥田さ
んはこれを「伴走型支援」と呼んだ。
　昨年、相模原で多くの障害者が殺傷される事件
があった。犯人の青年に関する報道を見ていると、
青年は、この世には、生きるに値するいのちと、
値しないいのちがあると考えていたようだと奥田
さんは言う。生きるに値しないいのちを消すこと
は良いことだ、という意識を青年は持っていた。
ホームレスが若者に襲撃される事件も時折起こる
が、それらの若者は「乞食なんて生きていたって

汚いだけ」「なぜこんなに騒ぐのか、乞食が減っ
て喜んでいるくせに」と話すという。彼らは、実
は私たち大人の価値観を反映しているだけで、そ
の価値観とは「生産性が高いのがよい」「生産性
がない人間が迫害を受けたり差別されるのは当然
のことだ」というものだ。現在の経済至上主義の
世の中で生きる私たちは知らず知らずのうちに
「生産性」をもとに自分や人を判断しながら生き
ている。
　また、北九州ホームレス支援機構から名称を変
更した理由について、いくら「ホームレス支援」
をしても、ホームレスになる人は減らないからと
いうことを挙げた。現代の厳しい社会情勢の中、
リストラその他で路上に押し出されてしまう人は
次々にでてくる。そして仮にアパートに住んで、
仕事に通って、経済的には「自立」したとしても、
夜はぽつんとテレビの前で一人で孤独に過ごすこ
とを「自立」といっていいのか、それが本当に理
想的な状態なのか？そういうことが私たちが求め
ている社会なのだろうか？ということを挙げた。
そうではなく、人のためにできることはあまりな
いのかもしれない、それでもその人と一緒にいて、
一緒に悩んだり、考えたりする、共にあることが
大事なのではないかと思ったという。神がイエス
を世に賜った、その名はインマヌエル（神われらと
共にいます）だった。つまり神が賜った救いは人の
ために何かをしてやる、という救いではなく、「共
にいること」ということが主眼の救いであったこ
とを思い起こして欲しい、とも。そして本当に必
要なのはホームレスを生まない社会をつくるこ
と、すなわち弱い人同士が出会いつながり、生き
るために学び、役割を得られる場をつくることな
のだと。「抱樸」とは老子の言葉で、山から切り
出されたそのままの原木を抱きしめることを意味
する。原木は整えられた木材と違ってざらざらの
皮も、突き出した枝もついているので、抱きしめ
ると傷つく。いのちの現場はきれいごとでは済ま
されない。しかし、1 人で全て受け止めるのはで
きなくても、みんながちょっとずつ傷つく覚悟が
あって、お互い受け止め合うことならできるかも
しれない。そんな地域や社会が私たちには必要な

んだ、そういう社会を作ろうという願いと強い意志が奥田さんの話
からは伝わってきた。しかも、原木には、これから家具や杖になっ
たりして、やがて他者のために生きうるという希望があるのだ、と
奥田さんはつけ加えた。
　今回、ホームレス支援も結局はこうありたいというコミュニティ・
社会をつくることから始まるという奥田さんの話を聞き、人が生き
生きと幸せに生きられる共同体を目指そうという自分が仕事をする
愛農会・愛農高校との共通の絆を感じ、非常に鼓舞され、また大き
な学びとなったひとときであった。
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、
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　原子力規制委員会（以下規制委）は 10 月 4 日、東
京電力柏崎刈羽原発６・７号機の安全対策が新規制
基準に適合しているとして審査書案を了承しまし
た。これは事実上の合格であり東京電力（以下東電）
は再稼働へのお墨付きを手にしたことになります。
正式な合格証は、早くて年内、あるいは年明けにも
出される見通しです。しかし審査はあまりにもずさ
んで、とうてい納得できるものではありません。そ
の理由を二回に分けて説明いたします。
●　その前に柏崎刈羽原発についての基礎知識
柏崎刈羽原発（以下柏崎刈羽）は全７基、出力世界最
大 821 万キロワット、世界最大の集中立地原発でも
あります。地盤は、豆腐・葛湯と例えられる軟弱さで、
原発地下を 23 本の断層が走っています。二度の地
震で被災し、特に 07 年の中越沖地震は M6・8 の中
規模地震ながら全 7 基で 3762 箇所の損傷が生じま
した。また敷地内では、液状化、段差、土砂崩れが
起き、その後 6・7・5・1号機が再稼働しましたが、２・
３・４号機は損傷がひどく手付かずのままになって
います。福島原発と同じ沸騰水型原子炉で、2013
年から 4 年に亘り新規制基準の適合性審査を受けて
いました。
●　納得できない理由
第一に「東電の柏崎刈羽に対する安全対策はことご
とく誤っている」。第二に「東電の隠蔽・虚偽体質
には目をつむり、社長が提出した抽象的な決意文で、
規制委は適格事業者と認めている」第三に「田中俊
一委員長の退任に合わせて一気に審査の幕引きを
図った」が上げられます。
第一「東電の安全対策の誤り」その中でも特に重要
なもの二例
①　免震重要棟の耐震不足問題
新規制基準では過酷事故対策として、事故対応の拠
点となる免震重要棟の設置を義務づけています。し
かし東電は 07 年の中越沖地震の反省から、大規模
な揺れにも耐えるということで柏崎刈羽、福島の両
原発に福島事故前から設置していました。福島事故
では「この建物があったから事故対策ができた」と
言いうほど重要なものです。しかし東電は今年の 2
月、この建物が、想定する７パターンの基準地震動（耐

東京電力柏崎刈羽原発の適合性審査書案「了承」の欺瞞①
　                                                                                                                    大西しげ子

震設計の目安となる地震の揺れ）全てに耐えられないと
規制委に報告しました。しかも東電はこの解析結
果を 2014 年には既に把握していたのに、規制委に
は「７つのうち一部の地震には耐えられないかも
しれませんが・・」と 2 年間虚偽報告をし続けた
のです。結局この建物は使用不可能となりました。
②　防潮堤と緊急時対策所の液状化問題
東電は福島事故の原因は地震ではなく津波である
として、柏崎刈羽に高さ１５メートルの防潮堤を
設置しました。しかし１～４号機側の防潮堤は大
地震が起きた場合、地盤の液状化が起き、倒壊の
可能性が高いことが規制委から指摘されました。（地
盤の液状化問題は周知の事実で、国土地理院の液状化マッ
プにも記載されています。東電も知らないはずはないのに、

あまりにもいい加減）。読者は 1～ 4 号機側なら 6・7
号機の審査に影響はないと思うかもしれませんが、
東電は３号機内部に、免震重要棟とともに事故対
応をする施設として緊急時対策所（280 人の職員を収
容する）を作る計画でした。しかしこれも液状化問
題で使えないことになりました。あわてた東電は、
3 号機の代わりに急遽 6・7 号機に隣接する 5 号機
に設置すると再申請しました。今年の 2 月、調査
のため 5 号機に入った更田豊志委員（現委員長）は、
「ぎりぎり新規制基準をクリアーできる」と言って
それを了承。しかし原子力の世界でぎりぎりなど
という甘い審査が許されるのでしょうか。規制委
が誇る「世界最高水準」の基準もその程度という
ことです。その5号機は、中越沖地震で壁に3・3メー
トルの亀裂が入り内部も損傷しました。しかも 6・
7号機で過酷事故が起きれば 5号機で対応できるは
ずもなく、爆発が起きれば 5 号機も無事のはずが
ありません。事実福島事故では、爆発するはずの
ない４号機（運転を停止していた）が水素爆発を起こ
し４階と５階が吹き飛びました。原因は、となり
の３号機の爆発で水素ガスが４号機に回り込んだ
ためではないかと言われています。また 5 号機に
変更したにもかかわらず 5～ 7 号機側の防潮堤の
液状化については審査されず終了となりました（こ
ちらも液状化マップに記載されている）。結局柏崎刈羽
で事故が起きても満足な対応はできないというこ
とです。

本来規制委は、福島事故の反省に立って、国民の
安全を第一に、二度と事故を起こさぬよう電力会
社の規制強化を目的に作られたはずでした。しか
し規制はゆるく、また更田新委員長は「十分対策
は尽くすが、事故は起きると考えるのが基本姿勢。
二度と事故は起きないというつもりはない」と開
き直りともいえる発言をして、その使命を放棄し
ています。
　　　　　　　　　　　　ーー以下次号に続きます。

　1937年から1943年まで召集され（途中半年除隊）、
陸軍の航空工廠などで働いていました。航空関係の
仕事なので軽金属など飛行機の材料の不足を身を以
て感じる立場で、工廠内では比較的自由にものが言
えたようですが、特高の察知するところになりまし
た。1943 年 3 月から特高月報に載り始め、召集解
除で帰郷したその月から内偵が始まりました。小国
署に赴任した特高がクリスチャンと称して弼美の話
を聞き出したのです。9 月、10 月、11 月の特高月
報にも弼美のことが載っています。1944 年 6 月の
月報に「治安維持法違反事件検挙」と記載されてい
ます。6 月 12 日の朝、私には何が何だかわからぬ
ままに、突然父が出かける支度をして玄関で靴を履
きながら私を呼び、「幸いなるかな、義のために責
められたるもの、天国はその人のものなり。我がた
めに人汝らを罵り、また責め、偽りてさまざまの悪
しきことを言うときは汝ら幸いなり。喜び喜べ、天
にて汝らの報いは大なり。汝らより前にありし預言
者等をもかく責めたりき。と聖書にあるからね。」
と言い残して出て行きました。この玄関での記憶は
今なお鮮明です。
　弼美は日記や記録を書く習慣がなく、唯一本人が
書いたものは政池仁主筆の『聖書の日本』という月
刊聖書雑誌に載せた「獄中証言」（1946 年）（『真理と
信仰』に収録）です。

治安維持法と鈴木弼美－独立学園 2.11 講演－③
　　　　　　鈴木弼美の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今野　和子

渡部弥一郎さんは拘留中の克明な記録を日記に残し
ておられます。取り調べのこと、面会、差し入れの
こと、7 月にようやく聖書を返されたこと、留置場
で日曜礼拝を父と二人でしたこと、クリスマスには
弥一郎さんは、父とあり合わせの食糧で、盗みで捕
らえられていた少女と少年と 4 人でささやかに降誕
を祝ったことなど書かれています。差し入れの食糧
を使って留置場で少々の煮炊きは許されていまし
た。もちろん差し入れを拒絶され持ち帰ったことも、
面会を許されず無駄足のこともたびたびありまし
た。看守の中に意地悪な人がいたことは弥一郎さん
の日記に書かれています。当番の看守の気分次第で
剣もほろろに追い返されることもあれば、ちゃんと
届けてくれる看守もいたようです。差し入れのおに
ぎりを、こんなもの持ってきて腐るからだめだと怒
鳴られた時、別の看守がこっそり、梅干しを入れて
くれば腐りにくいと教えてくれたと、母が語ってい
ました。日本中食糧難の時代ですから看守にあげる
ための余分のお弁当を持っていったこともあると
は、当時疎開して同居していた年上の従姉の話です。
積雪期には山形まで出かけることは困難なので、郵
便小包や鉄道便などで届けたようです。
　この時期、本土空襲も始まり、東京や伊東からい
とこ達が疎開していました。数人の家族を抱え、山
形への行き来、食糧の調達、母はさぞ苦労していた
であろうと思いますが、当時の私にとって日常でし
たからどうやってやりくりしていたのか考えもせ
ず、従って生前に訊いておくこともありませんでし
た。
　「獄中証言」から抜粋します。
　　“主イエスのため、日本のため苦難にあうこと
を喜び、勇躍して家を出ましたが、検事は調べてみ
て罰することも出来ず、釈放することも面目に関わ
るか出来ず、初めの 2 週間取り調べただけで 2ヶ月
ほど取り調べがなく退屈だったので次の歌を説明を
付けて検事と特高課員に渡しました。（獄中雑詠）１．
弱き我も御恵の主に導かれ、縄目の栄得しぞうれし
き。２．獄外の友の祈りに支えられ、主への節をば
守り通さん。５．アタナシウスコントラムンゾム（注：
アタナシウス対世界の意）その如く、われ独りにて闘い
抜かん。（３．４．６及び説明、省略）“

“「東条首相をどう思うか」と訊きますから、こんな
愚かな戦争を始めるのは政治家として零だ、と申し
ましたら、あんな偉い政治家をそんなふうに言うと
驚いていましたが、やがて戦局が悪化し遂に東条内
閣が瓦解したので、だんだん先生の言う通りになる
と感心・・特高課の人が病気をして困るキリスト教
をいじめる罰だなどと言うので私たちは決して怨ん
でなどいない、却ってあなたがたのために祈ってい
ると申しました。”
　 “天皇は我々と同じ人間でいらっしゃる。病気も
なさるし、食事をなさらなければお飢えにもなられ
る。でもそれで天皇に対する尊敬も愛も減じはしな
い。神として敬遠するよりは強い。天皇陛下は国民

の父、皇后陛下は母であらせられ、国民は赤子であ
ると今に至るまで信じております。（中略）　天皇を
神とする思想はごく近頃流行してきた悪しき風潮で
あります。日本古来の国体の美を破る許すべからざ
るものであります。世界の歴史を見まするに国の元
首を神として礼拝せしめた例は二三あり、いずれも
国の乱れの原因となっています。” と皇帝礼拝を強
要したローマ帝国のことを述べています。“検事は
何とかこじつけて有罪にしようとしました。再臨の
キリストを人と見なして他の人を天皇以上にするこ
とに不敬罪を構成せしめようと骨を折ったようです
がキリストは神であり、神なるキリストを天皇の上
に置くことは不敬にならぬと主張”した。（次号に続く）

Ｐ６より続く

●

日時：2017 年 10 月 21 日　10：00 ～ 15：30　　
場所：キリスト友会フレンズセンター
議長：水戸、　書記：岡田・水戸　参加者：飯高、水戸、
岡田、木村、鈴木、石渡、池田、朝倉

１）2017 年全国大会報告
①　全体総括：池田
②　会計報告：朝倉（別紙資料あり）総収支　→　　
￥127,706
③　その他
●　石原艶子さんに沖縄支援として会場でカンパを募
り渡した（29,114 円）
●　隣設の群馬朝鮮初級・中級学校を見学し、教育補
助金が出ないための厳しい学校運営に対し、有志の
カンパと友和会資料もそえて届けた（2万円余）。
●　写真・記録係の不備の指摘と今後の記録の活用に
ついて　→　クラウドに保存＆HPに掲載
●　朝の「黙想とコーラス」はクリスチャン以外の参
加者に対する配慮が必要
●　今後若者に任せた企画の準備をしてもいいのでは
ないか

2017 年度第 3回理事会議事抄録 2）2018 年全国大会について
●　場所：広島　会場候補：三次市、平和の旅で広島。
●　日程（案）：8 月 21（水）～ 23（木）オプションと
して　7月末～ 8月頭（代案）
●　大会テーマ・実行委員：保留　

3）次期理事及び役員改選について：推薦、立候補
者ともいないため次回理事会までに打診。　

4）その他
●　会計中間報告及び今後の運営について：経理処理
を簡略化し、理事、会員もそれを了とする。また、
経理業務に明るい人が支援できる体制を模索する。
●　名簿報告　石渡理事より。
●　3000 万人署名、事務局に集まり始めている
●　９０周年記念誌配布と活用状況　会員には全て配
布完了した。世話になっている機関、団体、個人に
ついては約 90 団体や個人に贈呈した。反響は良い。
今後、記事の誤り、修正等は「正誤表、補遺」等でフォ
ローしてゆく。
●　JFOR フォーラムは、会員約 300 弱いるが参加は
90 人程なので、今後も参加を呼びかける。また、
登録後アドレス変更も生じており、定期確認・修正
も必要。
●　「世界の米軍基地と平和への権利　－地位協定を
考える」講演会がミコル・サビア（国際民主法律家
協会ジュネーブ代表）を講師に開催。「平和への権
利国際キャンペーン日本実行委員会」から案内と招
待費用へのカンパ要請が報告され、理事有志が応じた。
●　理事の多忙、遠隔地からの参加困難、旅費負担な
どで理事会のあり方が問われており、その一つとし
てスカイプ活用が提案されているが、技術的に難し
い点もあるので引き続き検討してゆく。

5）第 4回理事会予定：12 月 2日（土）10：00 ～　

●　山の上の公園から街を一望し、アサコハウス
の位置がどれだけ重要な場所なのかをこの目で見
た。電力会社がどれほどその場所がほしいのか良
く理解できた。厚子さんの毎日の生活にどれくら
いプレッシャーがかけられているのか想像する
と、可哀そうというより「偉い！すごいよ」と思
わず大声で言いたくなる。
　本州の北限に立つと風の力のすさまじさを感じ
た。私の滞在中アサコハウスも風で一瞬浮き上
がっていたような気がする。これから冬。ますま
す風が吹き荒れるだろう。ヒュールリー♪ヒュー
ルリララ♪　厚子さん頑張って！そこにいてくれ
てありがとう！M.S

●　井戸を枯らしたり、小川を止めたり、道を封
鎖したり。そして本来海辺からすぐ家へ上がれた
道は封鎖され , 新しい道が作られたそうだ。新し
い道の両側には、２ｍぐらいの高さのあるフェン
スの上に外側に向いた鉄条網がのせられている。
家までは県道から約 900 メートルもの長い距離。
夜は真っ暗なその道は２回大きく曲がりたとえ日
中に何が起きても、だれの目にも触れることがな
く助けは来ないだろう。私にはとても安全な道と
は思えなかった。厚子さんにとっても大変だと思
うのだが､厚子さんは「今年はあんまり暑いから
入り口のガードマンにチュッチュをあげたのよ。
最初は遠慮していたけど、やっぱり暑いから､受
け取ったよ！考えてみればだって彼等も仕事で
しょ！この辺の人なのよ」「仲良くしたいじゃな
い」と笑う。この頃はフリーマーケットに参加し
て､地元の顔見知りを増やしているそうだ。あの
笑顔で「こんちわ！」と云われれば返事しないわ
けには行かないと思う。私に何が出来るのかを考
えて仲間と支援を続けたいと考えている。T.N
　
●　厚子さんは来年には山羊を飼うことにした。
山羊は雑草を食べてくれるし、排泄物は肥料にな
る。アヒルやカモもウサギもいる。いろいろな小
動物がいて、子どもにも若者にもみんなにとって
楽しい憩いの場所にしたい。ボランティアによる
野外スペースが出来ている。「あそこでさ、おい
しいコーヒーも飲めたりして・・・。」「私がサー

【あさこハウス通信⑦】
      大間アサコハウス訪問（11/5 ～ 8）参加者感想
 

ビスするんだから、かわいいべ！」と厚子さんは笑
う。いろんな支援の人が来てその人の特技でいろん
なことをしてくれる。ソーラーパネル・風力発電・
井戸掘り・整地・建て増し修理。まきストーブも設
置もしてくれた。選挙の時はプロのカメラマンが写
真を撮ってくれたという。素敵な笑顔の写真。素敵
な手つくりポスター。あったかい。一番感心したの
は、防犯カメラ。犬の鳴き声がしてしばらくすると
警備員 2 名が寄り添うように懐中電灯を持ち傘をさ
してこちらの方に来る。彼等にもこの道は怖いのか
もしれない。この防犯カメラは一人暮らしの厚子さ
んには強い味方だなーと感じた。イカめしを昼食に
作ってもらい、庭からとってきた小さなジャガイモ
を食べた。おいしかった。ご馳走様。同じ釜の飯を
食った仲間になった私達、原発を廃止したい。未来
に原子力＝核という負の遺産を残したくないと強く
思う。厚子さんはご自身の体を張って生きている。
私たちは未来の子どもたちのために、今持っている
もの中の何を捨てられるだろうか R.I

●　「5 万円の交通費：5 人以上の人が集まれば大間
のアサコハウスまで運びます」という、水澤さんの
メッセージに、清瀬の仲間 4 人と水澤さんの友人 2
人とで大間に行けたのは大きな収穫です。頭で考え
ることも大切ですが、この目で見て体で感じること
が心を動かしました。帰路に遠野のガラス絵美術館
（故児玉房子さん）のところへ皆さんをご案内して彼女
の素晴らしさを再認識しました。宮沢賢治の愛した
大沢温泉自炊館も良いお湯で R.I さんは露天風呂で
ツキノワグマに遭遇大いに楽しい旅にもなりまし
た。ちなみに 7 人の参加費は一人 3 万円。高速代・
ガソリン・ビジネスホテル 2 泊・大沢温泉 1 泊・朝
食 1 回・昼食 3 回・夕食 2 回を含む（残金は友和会に
寄付）。ただ残念だったのは県道からアサコハウスへ
の道約 900ｍを自分の足で歩かなかったことです。
道の入り口の写真も撮ることを忘れました。ガード
マンに気が取られていたから・・・・。皆さん是非
お出かけください。
皆さんの応援をお願いします。

〒039-4602　青森県下北郡大間町字小奥戸 396　
　　　　　　　あさこはうす　熊谷厚子

　

日本友和会90周年記念誌の追加購入・訂正事項、ご意見などのお願いについて

友和会フォーラムへの参加呼びかけ

会員動向
　  入会：10 月　桐田　勝子（京都府）,　11 月　曽我　純（東京都）
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　友和誌は二ヶ月に一度発行のため、目まぐるしく変わる社会の情勢にタイムリーに対応するために、
友和誌の補完的機能として「JFOR フォーラム」をネット上に設置し、情報共有、連絡、意見発表などの場
としております。このたび、3000 万人署名の呼びかけも今号友和誌に先駆けて、このフォーラムを使いま
した。
　発足時、メールを使っておられる方にメールで招待状を送り、了解頂いた約 90 名の友和会会員が現在
参加しています。現在、フォーラムからのメールを受け取っておられない方で、フォーラムに参加したい
方は、フォーラム管理者である事務局・水戸までメールでお知らせください。名簿に追加します。
なお、メンバーのメールアドレスなどの個人情報は事務局の管理下にあり外部に漏れることはありません。
よろしくお願いいたします。

　標記の記念誌がようやくできあがりました。友和会全国大会に参加された会員の方にはすでにお渡しし
ましたが、その他の方にはこの友和誌とともにお配りします。日本友和会の 90 年の歴史を俯瞰し、現在
の日本友和会の立ち位置、課題等を考える格好のテキストであると思います。どうかご活用くださいます
ように。併せて、この冊子を友人知人等にお配りして、友和会への理解を深めていただき、入会の一助と
していただければ幸いです。同封して配布した一冊目は無料ですが、追加も有料にて申し受けますので、
事務局へお問い合わせください。
　また記念誌をお読みになって、記事についての間違いやご意見がございましたら、事務局へお寄せくだ
さい。一定の期間、集約し編集委員会で検討し、後日、「正誤表」「補遺」を発行したいと考えております。

ご協力ありがとうございます。
　　　　〔運営支援金・寄付金〕として、                                                            (2017・9・16～ 2017・11・13分、敬称略 ) 
水戸　潔、三原道男、三浦安子、村松ふさ、馬場昭子、飯高京子、白井一枝、多田義国、本田圭・牧子、
大間のあさこはうすへの旅参加者一同（曽根、中村、吉沢、池田泉、池田義姉、宮本、水澤）

三宅　亜紀

いのちが分断される時代に
～奥田知志さん友和会全国大会講演を聴いて

画：児玉房子

　毎月友和誌で取り上げているあさこはうすと大間町をつなぐ道は、利用されなければ「使われていない道（生
活道路ではない）」ということで廃路になってしまう道です。そうならないためには少なくとも 1日 1回は公的な
用事で人が通らねばなりません。
　厚子さんは訴えています。世界中の原発はいらないと思っている人たちに、はがきを送ってほしいと。たっ
た 1 通のはがきでも、郵便屋さんはその道を通って配達します。つまりその道は公的に「必要な道」となるわ
けです。
＊いつ送ってくださってもＯＫです。まとめずに、　バラバラで。細く長く継続して。
＊厚子さんからの返事はありません。郵便代が相当な負担になるからです。
   　　　宛先：熊谷厚子さん　　　   039‐4601　青森県下北郡大間町字小奥戸396

編
集
後
記

熊谷厚子さんに支援のはがきを 画：田中良子

P7 左下に続く→

P5 左下に続く→

　　　　　沖　縄
大型輸送ヘリコプター墜落事故

10 月 11 日、CH53E スーパー・スタリオン
大型輸送ヘリは、沖縄東村の民有地で墜落
事故を起こしました。このヘリはオスプレ

               CH53E ヘリの 8月の動き
８/９：厚木基地に３機飛来
 8/10 ～ 28：北海道、矢臼別、北富良野演習場などで日米共同演習に
４機参加。
三沢基地に飛来。平坦部隊と共にコンテナを吊り下　げて輸送する訓練。
８/29：横田基地に 4機飛来

墜落炎上するヘリ

イと共に、日本全国
を飛び回っており、
東村と同様の事故の
危険が拡大していま
す。

 9/9：横田基地、米海兵隊キャンプ富士
に２機飛来。離着陸訓練、
周辺飛行

CH53E スーパー・スタリオン大型輸送
ヘリ：
  飛距離 1,000ｋｍ、空中給油可能。
  普天間基地から横田、厚木、
  キャンプ富士、岩国基地へ頻繁に飛来。
  共同演習にも参加している。

大
型
輸
送
ヘ
リ
は
オ
ス
プ
レ
イ
と
共
に

日
本
中
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
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事務局通信
【衆議院選挙結果と憲法改正】
　前回（707 号）は直近の政治社会情勢の変化の目
まぐるしい変化と、安倍首相の身勝手な衆議院解散
ニュースを嘆きつつ、９月の 21 日に書いていた。
その一ヶ月後、10 月 22 日に選挙が行われ、結果は
与党が３分の２を上回る３１３議席を得る大勝と
なった（実は追加公認を入れても改選前より 5 議席減らし
ているのだが）。

　しかも、その勝因は、与党が実力で獲得したので
はなく、野党の混乱というオウンゴールに助けられ
たにすぎない。
　にもかかわらず与党には驕りがまた頭をもたげ、
国会の質問時間を議員数に比例した時間割にせよな
どという無茶苦茶な要求が出てきている。いまでさ
え質問時間が余って般若心経を唱えて時間を潰した
与党議員がいたが、また聞かされるのであろうか。
　しかし、小選挙区のマジック（得票数と議員数の乖離）
があるとはいえ、そのような人たちを選んだのは実
は国民なのである。私たちのターゲットは、政権与
党のみではなく、無関心で選挙に行かなかった人た
ち、誤った情報に踊らされた人たちにこそあるので
はないかと思う（決して上から目線で言っているのでは
ないことご理解下さい）。

　さて、多数を得た自民党はいよいよ憲法改正に踏
み込むと意気込んでいる。驚くべきことに、当選し
た議員の８２パーセントが憲法を変えてもよいと答
えていることに気をよくしているのであろう。しか
し、この数字は、自民党が考えている９条改憲容認
とイコールではない。前号でも書いたが、私たちは、
次のステップ、国民投票で９条を変えさせないとい
う草の根運動を真剣に考えてアクションを起こさな
ければならない時が来ている。

　９条改憲には自衛の戦争は正しいというレトリッ
クがあるが、それ以外の戦争も自衛の戦争だと正当
化する危険性がある。靖国神社に行ってみよ。そこ
には、あの大東亜戦争は自衛の戦争（正戦）だった
という主張が堂々と書いてある。
　アメリカの政治学者、マイケル・ウォルツアーと
いう人の『正戦と不正戦』という本の中で、彼が過
去の膨大な戦争の事例を調べて見たところ、正戦と
みなされるものは僅か２例しかなかったと証言して
いる（最上敏樹著『人道的介入』岩波新書ｐ136）。
　日本友和会は一切の暴力と戦争を認めない立場を
堅持してきたが、自衛の戦争は正しいという世間の
主張に私たちはどれだけしっかりと答えられるだろ
うか。憲法改正がいよいよ現実味を帯びてきた今こ
そ、私たちの見識をしっかりと磨いておくことが必
要であろう。　
【安倍改憲NO！3000万人署名運動、途中経過報告】
　今回も草の根運動の重要性を書いたが、いま日本
友和会が取り組んでいる、3000 万人署名運動は、
事務局に署名が集まってきており、11 月 25 日現在、
470 筆となっている。このうち、沖縄から寄せられ
た署名は 220 筆で、他の地域を圧倒している。こ
の数字は憲法が変えられてこの国が戦争ができる国
になったら、沖縄が真っ先にあの惨い沖縄戦の様な
風景となるのではないかという、切迫した思いが反
映しているのではないだろうか。本土の人たちは、
この現実を真剣に受け止めなければならない。

　　　
　「戦争の放棄を定めた憲法 9 条を保持する日本国民」を対象にノーベル平和賞の受賞をめざした運動に

友和会も全面的に協力してきました。この運動は 4 年連続で受賞候補にノミネートされつつ、受賞に至り

ませんでした。核兵器廃絶を訴えて 2017 年のノーベル平和賞を受賞した ICAN を祝い「憲法 9 条にノー

ベル平和賞」実行委員会は、12 月 10 日に集会と祝賀パレードを横浜で開催しました。これまで実に国

内の超党派国会議員 73 名、大学教授など 99 名（個人推薦 4 名、連名推薦 95 名）、韓国の大学教授など９名、

合計 181 名の推薦者と署名数 705,274 筆（紙面　626,102 筆 + ネット　79,172）が寄せられ、日

本国民が世界に果たす大切な役割を確認させたことは大きな貢献です。昨 2016 年 12 月 19 日に国連総

会で「平和に生きる権利」が採択された運動にも貢献しました。現在は「憲法９条」改悪阻止のため、

3,000 万人署名へ共に参加しています。

「憲法 9条を保持してきた日本国民へノーベル平和賞を」運動報告　
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